
田
朧
雌
朧
睡
ぼ
つ
と
め
た

が見せた
｀
したたかさ゛

佐
藤
政
権
は

″核
抜
き
本
土
並
み
〃

で
の
返
還
を
公
約
と
し
て
掲
げ
、
ニ
ク

ソ
ン
政
権
は
沖
縄
基
地
を
自
由
に
使
用

し
た
い
と
譲
ら
な
い
。
双
方
の
主
張
は

平
行
線
を
た
ど
る
。
「そ
の
交
渉
下
、
一父

わ
っ
た
よ
う
に
見
せ
た
の
が
、
″秘
密
合

意
議
事
録
″
だ
っ
た
の
で
す
。
米
国
側

は

″核
抜
き
本
土
並
み
〃
で
沖
縄
を
返

還
す
る
が
、
日
本
側
は
有
事
で
の
核
兵

器
の
再
持
ち
込
み
を
容
認
す
る
。
こ
の

極
秘
交
渉
で
密
使
を
つ
と
め
た
の
が
、

若
泉
氏
で
し
た
」
（手
嶋
氏
・
以
下
同
）
。

交
渉
を
や
り
遂
げ
た
若
泉
は
、
国
家
機

密
を
墓
場
ま
で
持
っ
て
い
く
つ
も
り
だ

っ
た
。
「た
だ
、
沖
縄
の
人
々
に
重
い
荷

を
秘
密
裡
に
負
わ
せ
て
い
る
こ
と
が
堪

え
難
か
っ
た
の
で
し
よ
う
。
極
秘
交
渉

の
経
緯
を
記
し
た
著
書
を
公
刊
し
、
そ

の
責
任
を
と
っ
て
命
を
断
つ
こ
と
を
覚

悟
し
て
い
ま
し
た
」

東大法学部卒業後、大学教授に。交渉当時は∞代。『他策ナカリシヲ
信ゼムト欲ス』英語版を上梓後、66歳で毒杯をあおり自裁

軍λ曇畠轟ふT翼皇層種発し鷹 大韓航空機撃墜事件で

中
曽
根
首
相
の
求
め
で
官
房
長
官
に
就
任
。
高
い
危
機
管
理

能
力
か
ら

「日
本
の
ア
ン
ド
ロ
ポ
フ
」
の
異
名
も

（左
）

航空のボーイング747を撃墜。乗客乗

員269人全員が死亡した事件。交信記

録を、世界で―力所だけ傍受してい

たのが自衛隊の稚内電波傍受基地だ

つた。ただ、当時は、この記録が官

邸に上がる前に米国に流れるシステ

ムとなつていた。

事件から5日後、日本より先にレ

ーガン政権が/AN開 しようとする。「こ

れは日本が独自に入手した情報です。

激怒した後藤田氏は、そのわずか30

分前にすべてを発表。レーガン政権

に独自の情報戦略を発動し、一矢報

いたのです」。国連でも生々しい交信

が公開され、ソ連は自国の非を認め

ざるをえなくなつた。

官僚、裏方
|が見せた
諜報戦編

監修 手嶋龍■氏
躊 生まれ。外交ジャーナリスト、作家。慶
應義塾大大学院教授。元NHKワシントン支
局長。近書に『ブラック・ス7ン降臨～9.11
-311イ ンテリジェンス十年戦争～』など

囲
国
目
囲
圏
督

つ
か
ん
だ
ア
ン
ド
ロ
ポ

フ
書
記
長
死
去
情
報

東
郷
氏
が
マ
ー
ク
し
た
の
は
、
ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋
学
研

究
所
の
と
あ
る
研
究
員
。
「ク
レ
ム
リ
ン
の
奥
」
に
精
通
し

た
人
物
だ
っ
た
。
２
月
９
日
早
朝
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
放

送
は
通
常
の
番
組
を
変
更
し
、
荘
厳
な
音
楽
を
流
し
て
い

た
。
東
郷
氏
は
ク
レ
ム
リ
ン
の
最
高
幹
部
の
誰
か
が
亡
く

な
っ
た
と
直
感
。
「ど
う
な
の
で
し
よ
う
」
と
聞
く
東
郷
氏

に
、
研
究
員
は
日
本
語
で

一
言
、
「天
皇
陛
下

（ト
ッ
プ
）

で
す
」
と
答
え
た
と
い
う
。

モ
ス
ク
ワ
発
の
極
秘
電
は
直
ち
に
外
務
省
に
伝
え
ら
れ

た
。
日
本
が
世
界
で
最
初
に
ア
ン
ド
ロ
ボ
フ
の
死
亡
を
確

認
し
た
の
で
あ
る
。
「モ
ス
ク
ワ
の
大
使
館
か
ら
７
回
連
続

で
葬
儀
の
日
取
り
や
、
葬
儀
委
員
長
な
ど
特
別
な
電
報
が

発
せ
ら
れ
た
。
開
ざ
さ
れ
た
独
裁
国
家
の
中
枢
で
起
こ
っ

た
異
変
を
知
り
得
た
点
で
、　
財
盤
力

別
年
代
後
半
か
ら
釉
年
前
　
編
駈
暉

睡̈
湘麻翻腋魏“は酌　時赫一

と
い
え
ま
す
」。　
　
　
　
　
酬
離
燎

ソ連大使館を弔F・5する中曽根首相。アンドロポフはKGB議長を15
年務め情報に精通。晩年は病床から政務をとった異例の書記長



が仕掛けた
日本を陽交勝春J」 :こ導もヽた男たちの 麟雄松永信雄「交渉術と情報力」

'33年、外務事務次官。日米間で経済摩擦問題

電l舗響態1『l員宙冥纂 曇雲嬰第唐
に。日本

田
躍
難
雌
静
獅
誰
粥
曙
鶉
絋

「湾
岸
開
戦
に
踏
み
切
る
米
国
に
と
っ
て
、

大
前
提
は
イ
ラ
ン
の
中
立
。
イ
ラ
ン
が
参

戦
す
れ
ば
、
情
勢
は

一
変
す
る
」
。
だ
が
、

開
戦
前
夜
、
イ
ラ
ク
空
軍
の
編
隊
４０
数
機

が
イ
ラ
ン
領
内
の
基
地
に
飛
来
す
る
。
そ

の
情
報
を
確
認
し
た
の
は
斉
藤
邦
彦
駐
イ

ラ
ン
大
使
が
率
い
る
テ
ヘ
ラ
ン
チ
ー
ム
だ

っ
た
。
「米
国
は
イ
ラ
ン
の
情
報
を
持
っ
て

い
な
い
。
斉
藤
チ
ー
ム
は

″イ
ラ
ン
は
編

隊
を
受
け
入
れ
た
が
中
立
を
守
る
〃
と
報

告
し
た
。
米
国
は
日
本
の
テ
ヘ
ラ
ン
情
報

に
深
く
依
拠
し
て
い
た
の
で
す
」
。米
政
府

は
、
日
本
の
在
外
公
館
か
ら
打
電
さ
れ
て

き
た
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
に
驚
き
、
日
本

政
府
に
新
た
な
情
報
を
と
懇
請
。
「湾
岸
に

サ
イ
ト
ウ
あ
り
」
と
い
う
声
が
ワ
シ
ン
ト

ン
か
ら
上
が
っ
た
と
い
う
。

蘭
勢
観
堀
陛
陛
躍
朧
駆
鴨

「拉
致
被
害
者
５
人
が
帰
国
後
、
拉
致
問
題
の

解
決
を
優
先
す
る
強
硬
派
と
、
日
朝
の
正
常
化

交
渉
を
急
ぐ
宥
和
派
が
真
っ
向
か
ら
衝
突
し
た
。

そ
の
論
争
に
終
止
符
を
打
っ
た
の
が
、
谷
内
氏

だ
っ
た
の
で
す
」
。小
泉
首
相
は
５
人
の
残
留
を

決
意
。
１０
月
２４
日
、
こ
の
官
邸
協
議
は
、
対
北

朝
鮮
外
交
の
転
換
点
と
な
っ
た
。

小
泉
首
相
の
靖
国
参
拝
で
冷
え
切
っ
た
日
中

関
係
を
改
善
し
た
の
も
谷
内
氏
だ
っ
た
。
鶴
年

９
月
、
安
倍
新
総
理
の
訪
中
が
実
現
す
る
か
を

賭
け
た
極
秘
会
談
。
谷
内
事
務
次
官
と
戴
業
国

中
国
外
務
省
筆
頭
次
官
。
す
べ
て
は
２
人
の
阿

時
の
呼
吸
で
決
着
が
図
ら
れ
、
５
年
ぶ
り
の
日

中
首
脳
会
談
が
実
現
す
る
こ
と
と
な
る
。
「２
人

の
信
頼
の
絆
が
な
け
れ
ば
、
こ
の
難
局
を
打
開

す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
」
。

一螺
勢
繁
蓄
場
瑳

Ｌ
湾
岸
載
浄
ｔ
お
い
て
、一日
本
■
冷
笑
を
裕

び
せ
ら
れ
た
“
敗
色
が
濃
厚
な
な
か
善
戦
ｔ

た
の
が
，
一テ
ヘ
ラ
ン
の
斉
藤
邦
彦
チ
ー
ム
。
一

そ
の
意
味
で
、
ョ
本
外
交
史
の
な
か
の
す
つ

の
ハ
ィ
ラ
イ
ト
だ
っ
た
の
で
す
」
（手
鴫
氏
）

・
外
交
ぼ

「武
器‐‐を
使
わ
な
い
‐戦‐争
」
と
い

わ
れ
る
。
連
戦
連
敗
が
続
く
日
本
の
な
か
に

も
い光
輝
く
男
た
ち
は
た
し
か
に
存
在
し
た
。

密
約
を
結
び
な
が
ら
も
時
代
を
先
に
進
め

た
岸
、
佐
藤
。
黒
衣
に
徹
し
た
者
泉
‥
”
彼

ら
の
奮
闘
が
後
の
繁
栄
に
つ
な
が
つ
て
い
る
「

ヌ

交
に
硼
封
の
勝
利
は
な
い
。
勝
ち
す
ぜ

る
と
痛
い
目
を
見
る
責
蕎
名
氏
）。
勝
利
に
浸

つ
て
い
る
暇
は
な
い
の
だ
。

一昨
年
１２
月
の
日
韓
首
脳
会
談
。
李
明
博
大

統
領
就
任
後
、
日
韓
関
係
は
、
「史
上
最
良
の

時
期
」
と
い
わ
れ
て
き
た
。
そ
の
締
め
く
く

り
と
し
て
、野
田
首
相
が
提
案
し
た
の
が
「日

韓
Ｆ
Ｔ
Ａ
」
。
だ
が
、
李
大
統
領
は
歯
牙
に
も

か
け
ず
、
求
め
て
き
た
の
は
従
軍
慰
安
婦
で

の
「政
治
決
断
」
。
日
本
外
交
は
完
敗
だ
っ
た
。

「中
国
漁
船
の
船
長
が
韓
国
の
海
洋
警
察
官

２
人
を
殺
害
し
た
事
件
で
、
李
大
統
領
は
強

く
非
難
し
て
い
な
い
。
北
朝
鮮
問
題
に
お
い

て
、
韓
国
は
日
本
以
上
に
、
中
国
に
対
し
て

気
を
使
っ
て
い
る
。
国
内
世
論
を
日
本
に
向

け
る
た
め
、
従
軍
慰
安
婦
を
持
ち
出
し
て
き

た
と
も
い
え
る
」
（春
名
氏
）

日
本
は
韓
国
の
意
図
を
読
む
こ
と
が
で
き

な
か
つ
た
。
日
中
韓
３
カ
国
の
関
係
は
、
今

後
複
雑
さ
を
増
す
だ
ろ
う
。
″前
線
″
で
の
人

脈
、
情
報
収
集
能
力
、
判
断
力
、
そ
し
て
そ

れ
を
総
合
す
る
ト
ッ
プ
の
決
断
。
そ
の
す
べ

て
が
勝
敗
を
左
右
す
る
。
す
べ
て
を
駆
使
し

興
繁

輔

穏

輯

９

※
文
中

一
部
敬
称
略
、
肩
書
き
は
す
べ
て
当
時

107年
2月 、米国のヒル国務次官補と握手。小泉、安倍、麻生と、外

務事務次官として|よ異例となる 3年の任期をまつとうした

」一ｒ　る軒輝郎っ湖啄練嗣釧競醜蝉脚議翡Ｍ

一一
「神轟は一̈』『岬舞鍵榔絆」嚇『

κ
蝙
恣
群
鍾
懇魃

一一一　脚鵬鋤歳月っ陣票ュｍ嘩脚脚躊授発群れ

綸側　引厳腱れ反施だつブＰっュ．松永組の勝

FSX(

，い
轟ヽＪ今

療
τ
辞
…‥―
懺
覇
饉
籍
罵
諄
難
，
ユ
轟
」

スコウクロフト国家安全保障担当大統領補佐官は 1斉朦邦彦は

わが多国籍軍のかけがえのない触角である」と言いきつた

69  写真・梅基展央、竹内雅弘、共同通信、時事通信


